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Ⅰ．は じ め に

1992年Brugadaらにより右側胸部誘導（V1～3）で右

脚ブロックおよびST上昇を呈し（saddle back type，

coved type），器質的心疾患を伴わない特発性心室

細動が提唱された1）．

Brugada型のST上昇は右側胸部誘導で認められる

ことから，右室流出路領域の電位を反映し，同領域の

心外膜細胞と心内膜細胞の活動電位波形の違いによ

る電位勾配に起因するものとされている．この電位

勾配の出現にはNa＋電流（INa）の減少や一過性外向き

K＋電流（Ito）の増加が関与しているとされている2）．

Ⅱ．症　　　例

症例は52歳の男性．甥が27歳で突然死した家族

歴を有する．検診等で心電図異常を指摘されたこと

はなく，動悸や失神などの症状を自覚したこともな

かった．平成15年8月27日，顔面神経麻痺の精査加

療目的に近医入院．入院時の12誘導心電図では特記

すべき所見を認めなかった（図1A）．頭部CTで脳動

発作時にのみBrugada型心電図を認めた特発性心室細
動の1例
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症例は52歳男性．突然死の家族歴を有するも失神の既往はなし．前医で脳波検

査の過換気負荷中に突然失神．モニター心電図（ECG）では心室細動（VF）が確認さ

れた．心肺蘇生中にVFは自然停止したが，洞調律時の12誘導ECGでは右側胸部

（V1～V3）誘導に右脚ブロック様のST上昇（Brugada型心電図変化）を認めた．

Ca拮抗薬，抗不整脈薬の投与が為されるもST上昇は持続し，心室性期外収縮か

らVFが頻発した．当院で植込み型除細動器（ICD）の植込みを行った．しかし，発

作時に認められたBrugada型心電図変化は数日後には自然消失した．以後，過換

気負荷試験，ピルジカイニド負荷試験，経口血糖負荷試験を行ったが，発作時のよ

うな心電図変化は誘発されず，Late potentialsも検出されなかった．

VFの発症機序に右室流出路の電気的不安定性の関与が予想された特発性心室細

動の1例を報告する．
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静脈奇形（AVM）が検出された．同年9月1日，脳波

検査のため過換気負荷を施行．開始から2分30秒後

に突然失神をきたした．その場にいた検査技師が異

変に気づき，モニターECG上でVFを確認（図2A）．

直ちに心マッサージを施行しVFはマッサージ中に

自然停止した．失神の出現時に前駆症状はなく，モ

ニターECG（Ⅱ誘導に相当）上でもST変化を認めな

かった（図2A）. VF停止直後の12誘導ECGは右脚ブ

ロック様のST上昇を呈し，下方誘導および左側胸

部誘導でJ波の顕性化も認められた（図1B）．リドカ

イン，およびマグネシウムの使用にもかかわらず，

計4回のVFが出現（図2B）．そのつど電気的除細動

により対処した．硝酸薬，Ca拮抗薬の内服投与後も

Brugada波形は持続していた．翌日になると右側胸

部誘導の ST上昇は coved type様に変化したが

（図1C），ニフェカラント（0.2mg/kg/min）の使用後

はVFの発生を認めなかった．心エコー上は軽度の

左室肥大を認めるのみで，EF＝59.4％と心機能は

正常だった．Brugada症候群の疑いとして当院に搬

送．9月3日に植込み型除細動器（ICD）の植込み術を

行った．ICD植込み術後の9月4日にはBrugada型

心電図変化およびJ波は消失した（図1D）．術後にこ

れらの心電図変化の成因について精査を行った．ピ

ルジカイニド（1mg/kg，経静脈投与）負荷，経口血

糖負荷試験（75gOGTT），過換気負荷試験を行い，

それぞれの負荷前後で12誘導心電図を記録した．ピ

ルジカイニド負荷（図3A）および経口血糖負荷試験

ではほとんど心電図変化を認めなかった．これに対

し過換気負荷試験ではV2誘導でlate rの増強とV4誘

導のST部分にnotchを認めた（図3B）．また，ト

レッドミル歩行を10分間（13.5Mets）行い，心拍数

150拍/分までの負荷試験を施行したが，有意な心電

図変化を認めなかった．また，同時に記録したT-

wave alternansも陰性であった．さらに，加算平均

心電図でも遅延電位（LP）は検出されなかった．心臓

カテーテル検査も施行したが，冠動脈に有意な器質

的狭窄を認めず．アセチルコリン負荷試験では，軽

度のvasoconstrictionを認めるのみであった．ICDが

適切に作動することを確認し，無投薬で観察する方

針で退院となった．

Ⅲ．考　　　察

特発性心室細動は心臓突然死のなかでも5～10％

を占めるとされており，いくつかの亜型が報告されて

いる．Brugadaらの報告した右脚ブロックと右側胸

部誘導でのsaddle back typeのST上昇を伴うもの1），

下方誘導に著明なJ波（Osborn波）を呈するもの3），

Leehardtらが示した短い連結期のPVCから起こる

心室細動4）などがあげられる．

Brugada症候群のST上昇は経時的な変化を認め，

その変化はNaチャネル遮断薬や，副交感神経刺激

により増強することが知られている．本症例では発

作の出現前後のみ，Brugada型心電図波形と著明な

J波が出現した．この心電図変化の再現性をみるた

め種々の検査を施行したが，ピルジカイニド負荷，

経口血糖負荷，運動負荷試験で異常を認めず，Late

potentialsおよびT-wave alternansも検出されるこ

とはなかった．一般にLate potentialsは脱分極過程5），

経口血糖負荷試験6）とT-wave alternans5）は再分極過

程の異常を評価するとされるが，本症例ではいずれ

の検査においても異常を認めなかった．また，

Brugada症候群とくに有症候性のものでは非常に陽

性率の高いピルジカイニド負荷試験も陰性であっ

た．Brugada症候群の原因としては遺伝子解析の結

果などから7），Naチャネルだけでは説明できないこ

とも推測される．本症例でもNaチャネルの異常が

今回のイベントに関与している可能性は低いと思わ

れる．

一方，J波は低体温での出現が知られているが，

一過性外向き電流（Ito）の影響を受けることも報告さ

れている8）．このItoは細胞内のCa2＋濃度に依存性の

成分（Ito2）もある9）．当院で施行した過換気負荷試験

では，VF発症時ほど明らかではないがV2誘導で

notchが観察された．以上より過換気負荷試験がIto2

の電流量を増加させ，J波およびBrugada型心電図

の出現をもたらし，今回のイベントの原因となった
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可能性が考えられた．
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